
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
お問い合わせ先（コールセンター）
ＴＥＬ　０１２０－１０６２１２

（営業日の９：00～17：00）
http://www.daiwa-am.co.jp/

< >4800

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式
信 託 期 間 約10年間（2011年６月13日～2021年６月11

日）
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
当 フ ァ ン ド

イ．アムンディ・アグリ・アッ
プストリーム株ファンド（適
格機関投資家専用）の受益証
券
ロ．ダイワ・マネー・マザー
ファンドの受益証券

ダイワ・マネー・
マザーファンド 本邦通貨表示の公社債

当ファンド
の運用方法

①主として、投資するファンドを通じて、世界の
人口拡大等による食糧需要増大を受け、今後成長
が期待できる農業関連企業の株式に投資すること
により、信託財産の成長をめざします。
②株式への投資にあたっては、海外の農業関連企
業の中から川上分野の企業の株式を投資対象と
し、高い成長が期待できる銘柄に投資します。
③当ファンドは「アムンディ・アグリ・アップス
トリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」と
「ダイワ・マネー・マザーファンド」に投資する
ファンド・オブ・ファンズです。「アムンディ・
アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関
投資家専用）」の投資割合を通常の状態で高位に
維持することを基本とします。

マザーファンド
の 運 用 方 法

①わが国の公社債を中心に安定運用を行ないま
す。
②邦貨建資産の組み入れにあたっては、取得時に
第二位（Ａ－２格相当）以上の短期格付であり、
かつ残存期間が１年未満の短期債、コマーシャ
ル・ペーパーに投資することを基本とします。

組 入 制 限
当ファンドの投資信託
証 券 組 入 上 限 比 率 無制限
マザーファンドの株式
組 入 上 限 比 率

純資産総額の30％以
下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、基
準価額の水準等を勘案して分配金額を決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配
を行なわないことがあります。

ダイワ／アムンディ
食糧増産関連ファンド

運用報告書（全体版）
第５期

（決算日　2016年６月13日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「ダイワ／アムンディ食糧増産関連
ファンド」は、このたび、第５期の決算を行
ないました。
　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。



1

ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

設定以来の運用実績設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算)

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総 額（分配落） 税込み

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

１期末(2012年６月12日) 8,182 0 △18.2 9,082 △ 9.2 0.2 98.6 10,657
２期末(2013年６月12日) 10,761 700 40.1 13,643 50.2 0.4 93.9 4,561
３期末(2014年６月12日) 11,725 1,000 18.3 17,251 26.4 0.4 96.2 2,878
４期末(2015年６月12日) 13,104 1,300 22.8 21,334 23.7 0.3 96.7 2,849
５期末(2016年６月13日) 10,466 0 △20.1 17,256 △19.1 0.1 98.7 1,908
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ＭＳＣＩコクサイ指数（円換算）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．の承諾を得て、ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファン

ド設定日を10,000として大和投資信託が計算したものです。ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．が開発した株価
指数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．に帰属します。またＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．は、同指数の内容
を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注４）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注５）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

《運用経過》

基準価額等の推移について基準価額等の推移について

■基準価額・騰落率
期　首：13,104円
期　末：10,466円
騰落率：△20.1％

■基準価額の主な変動要因
　基準価額は、主に保有する米国企業の株価が下落したことおよび主要通貨に対して円高が進行したこ
とがマイナス要因となり、下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
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年 月 日
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算) 公 社 債

組 入 比 率
投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2015年６月12日 13,104 － 21,334 － 0.3 96.7

６月末 12,749 △ 2.7 20,631 △ 3.3 0.3 97.9
７月末 12,642 △ 3.5 21,195 △ 0.6 0.4 98.4
８月末 11,567 △11.7 19,467 △ 8.7 0.4 98.1
９月末 10,553 △19.5 18,105 △15.1 0.4 97.9
10月末 11,420 △12.9 20,054 △ 6.0 0.4 98.4
11月末 11,345 △13.4 20,261 △ 5.0 0.4 97.6
12月末 11,220 △14.4 19,738 △ 7.5 0.4 98.1

2016年１月末 10,268 △21.6 17,980 △15.7 0.7 98.4
２月末 10,234 △21.9 17,193 △19.4 0.1 98.8
３月末 10,748 △18.0 18,164 △14.9 － 98.8
４月末 10,656 △18.7 18,020 △15.5 0.0 98.8
５月末 10,825 △17.4 18,137 △15.0 0.0 98.8

（期末）2016年６月13日 10,466 △20.1 17,256 △19.1 0.1 98.7
（注）騰落率は期首比。
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投資環境について投資環境について

○グローバル株式市況
　グローバル株式市況は、期首から2016年２月中旬にかけて、世界経済の先行き不透明感、原油価格
の急落、中国の株式市況や人民元が下落し投資家のリスク回避姿勢が強まったことなどを受けて、下落
基調となりました。その後、ＥＣＢ（欧州中央銀行）総裁が追加金融緩和を示唆する発言をしたこと、
原油を含む商品市況が回復に転じたこと、米国の利上げ観測後退に伴い投資家心理が改善したことなど
が支援材料となり、期末にかけては上昇基調となりました。
　2015年の世界の穀物収穫量は、米国を中心に2014年に次ぐ豊作となり、穀物価格は2016年３月ま
で下落傾向が続きました。農家の増産意欲は弱く、肥料価格は続落し、農業機械や農薬への需要も低迷
しました。このため、農業関連銘柄の中では、肥料など農業サポート関連銘柄の下落が大きくなりまし
た。経営環境の悪化に対応するため、農業化学関連銘柄では、合併・買収の動きも目立ちました。農業
サポート関連銘柄ほどではないものの、農産物関連銘柄も圧搾・加工などを手掛ける農業サービス関連
銘柄を中心に下落しました。農家が価格低迷の中で穀物の処理を先送りする傾向が見られ、設備稼働率
が期待したほど上がらなかったことがマイナス要因となりました。一方、畜産関連銘柄は、ブラジル企
業が国内要因で下落したものの、収益性が回復した米国企業や、サーモン価格上昇の恩恵を受けた養殖
業がけん引して上昇しました。2016年４月以降は、天候要因でアルゼンチンの大豆収穫量が予想を下
回ったことなどを背景に穀物価格は急回復し、農業サービス関連など一部のセクターでは株価が反発し
ました。

前期における「今後の運用方針」前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
　「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の受益証券の組入比
率を、通常の状態で高位に維持することを基本とします。
○アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　当ファンドは、高水準の穀物収穫量と価格低迷という見通しのもと、農業サービスや畜産関連企業が
恩恵を受ける一方、農業サポート関連企業には相対的にマイナスに作用するという現在のメインシナリ
オを維持し、農産物関連における農業サービス関連銘柄を引き続き選好します。
○ダイワ・マネー・マザーファンド
　資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的
な運用を行ないます。
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ポートフォリオについてポートフォリオについて

○当ファンド
　当ファンドは、「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」と
「ダイワ・マネー・マザーファンド」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当期は、「アムン
ディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の受益証券を高位に組み入れま
した。
○アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　当期は、肥料などを中心に農業サポート関連銘柄の組入比率を引き下げた一方、畜産関連銘柄の比率
を引き上げました。肥料関連銘柄では、ポタシュ（カナダの肥料メーカー）など需給関係の悪いカリ肥
料銘柄の比率を落とし、比較的需給の良いリン酸肥料に強く、通貨安の恩恵も期待できるフォスアグロ
（ロシアのリン酸肥料大手）に新規に投資しました。畜産銘柄では、サルマール（ノルウェーの養殖銘
柄）のほか、飼料や家畜用医薬品を手掛けるいくつかの企業に新規に投資しました。農産物関連銘柄は、
全体として組入比率に大きな変更はなかったものの、ウィルマー・インターナショナル（シンガポール
のパーム油大手）などパーム油関連銘柄の組入比率を引き下げ、コルビオン（乳酸関連で世界最大級の
オランダ企業）など、製品付加価値の高い添加物関連の銘柄に新規に投資しました。
○ダイワ・マネー・マザーファンド
　資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的
な運用を行ないました。

ベンチマークとの差異についてベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

当期
（2015.６.12～2016.６.13）
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分配金について分配金について

　当期は、基準価額の水準等を勘案して、収益分配を見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2015年６月13日
～2016年６月13日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 3,154
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

《今後の運用方針》
○当ファンド
　「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の受益証券の組入比
率を、通常の状態で高位に維持することを基本とします。
○アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　農産物関連銘柄では、大豆圧搾業者の利益率回復への期待などを背景に農業サービス関連銘柄の見通
しが改善しましたが、もともと組入比率が高いことから、当面は現状程度の組入比率を維持していく方
針です。また、農業サポート関連銘柄では、肥料・農業機械関連銘柄などへの慎重な姿勢を当面続けま
すが、穀物価格の反発傾向の持続性が確認できれば、割安感の強いこれらの銘柄の組入比率を引き上げ、
飼料費用の増加が逆風となる畜産関連銘柄の組入比率を引き下げていく方針です。
○ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性と資産の安全性に配慮し、安定的な運用を行ないます。
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１万口当りの費用の明細１万口当りの費用の明細

項 目

当期

項 目 の 概 要（2015.６.13～2016.６.13）

金 額 比 率

信託報酬 131円 1.175％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は11,163円です。

（投信会社） （42） （0.379） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目
論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社） （85） （0.758） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受託銀行） （4） （0.038） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 1 0.008 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用） （1） （0.008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 132 1.183
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委

託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。
（注２）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。
（注３）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注４）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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■売買および取引の状況
(1) 投資信託受益証券

（2015年６月13日から2016年６月13日まで）
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

国

内

千口 千円 千口 千円
アムンディ・
アグリ・アップ
ストリーム株
ファンド
(適格機関
投資家専用)

68,422.202 115,000 304,328.137 461,000

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
(1) 当ファンドにおける期中の利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

 (2) ダイワ・マネー・マザーファンドにおける期中の利
害関係人との取引状況

（2015年６月13日から2016年６月13日まで）
決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃ

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ
う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 160,266 10,140 6.3 11,349 － －
コール・ローン 5,014,530 － － － － －
（注）平均保有割合0.0％

※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビー
ファンドのマザーファンド所有口数の割合。

(2) 親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・マネー・マザーファンド 14,780 4,974 5,072
（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファン
ドの明細

フ ァ ン ド 名
当 期 末

口 数 評 価 額 比 率
国内投資信託受益証券 千口 千円 ％
アムンディ・アグリ・アップストリー
ム株ファンド（適格機関投資家専用） 1,325,273.849 1,884,671 98.7

（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

(3) 期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への
支払い比率

　当期中における売買委託手数料の利害関係人への
支払いはありません。

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される
利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証券で
す。

■投資信託財産の構成
2016年６月13日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

投資信託受益証券 1,884,671 98.1
ダイワ・マネー・マザーファンド 5,072 0.3
コール・ローン等、その他 30,944 1.6
投資信託財産総額 1,920,688 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

(2) 親投資信託受益証券の設定、解約状況
（2015年６月13日から2016年６月13日まで）

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
ダイワ・マネー・マザーファンド － － 9,805 10,000
（注）単位未満は切捨て。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年６月13日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 1,920,688,963円

コール・ローン等 30,944,714
投資信託受益証券(評価額) 1,884,671,940
ダイワ・マネー・マザーファンド(評価額) 5,072,309

(Ｂ) 負債 11,720,700
未払信託報酬 11,639,258
その他未払費用 81,442

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,908,968,263
元本 1,823,970,873
次期繰越損益金 84,997,390

(Ｄ) 受益権総口数 1,823,970,873口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,466円

＊期首における元本額は2,174,640,837円、当期中における追加設定元本額は
105,285,796円、同解約元本額は455,955,760円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,466円です。

■損益の状況
当期　自2015年６月13日　至2016年６月13日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 15,274円

受取利息 17,579
支払利息 △      2,305

(Ｂ) 有価証券売買損益 △444,138,409
売買益 75,196,154
売買損 △519,334,563

(Ｃ) 信託報酬等 △ 26,482,134
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △470,605,269
(Ｅ) 前期繰越損益金 529,782,697
(Ｆ) 追加信託差損益金 25,819,962

(配当等相当額) (　 45,668,354)
(売買損益相当額) (△ 19,848,392)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 84,997,390
次期繰越損益金(Ｇ) 84,997,390
追加信託差損益金 25,819,962
(配当等相当額) (　 45,668,354)
(売買損益相当額) (△ 19,848,392)
分配準備積立金 529,782,697
繰越損益金 △470,605,269

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 45,668,354
(ｄ) 分配準備積立金 529,782,697
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 575,451,051
(ｆ) 分配金 0
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 575,451,051
(ｈ) 受益権総口数 1,823,970,873口

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象
です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。

《お知らせ》
●信託期間の延長について
信託期間を約５年間延長し、信託期間終了日を2016年６月10日から2021年６月11日に変更しました。
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 <補足情報>
　当ファンド（ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド）が投資対象としている「ダイワ・マネー・マザーファン
ド」の決算日（2015年12月９日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2016年
６月13日）現在におけるダイワ・マネー・マザーファンドの組入資産の内容等を10ページに併せて掲載いたしました。

■ダイワ・マネー・マザーファンドの主要な売買銘柄
　公　社　債

（2015年６月13日から2016年６月13日まで）

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
591 国庫短期証券　2016/5/30 24,330,973 567 国庫短期証券　2016/2/8 4,999,980
596 国庫短期証券　2016/6/20 14,390,312 566 国庫短期証券　2016/2/1 2,999,991
588 国庫短期証券　2016/5/16 12,500,147 342 ２年国債 0.1%　2016/7/15 2,095,779
550 国庫短期証券　2015/11/9 8,509,995 100 ５年国債 0.3%　2016/9/20 1,253,387
548 国庫短期証券　2015/11/2 7,399,995
559 国庫短期証券　2015/12/21 7,049,991
568 国庫短期証券　2016/2/15 7,000,000
563 国庫短期証券　2016/1/18 6,099,995
573 国庫短期証券　2016/3/7 5,800,988
555 国庫短期証券　2015/12/7 5,499,999
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　下記は、2016年６月13日現在におけるダイワ・マネー・マザーファンド（55,701,324千口）の内容です。

(1) 国内（邦貨建）公社債（種類別）
2016年６月13日現在

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 うちＢＢ格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 20,830,000 20,830,663 36.7 － － － 36.7
（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

(2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
2016年６月13日現在

区 分 銘 柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 97 ５年国債 0.4000 1,900,000 1,900,133 2016/06/20
98 ５年国債 0.3000 4,490,000 4,490,269 2016/06/20
596 国庫短期証券 － 14,390,000 14,390,259 2016/06/20
597 国庫短期証券 － 50,000 50,001 2016/06/27

合 計 銘 柄 数 4銘柄
金 額 20,830,000 20,830,663

（注）単位未満は切捨て。
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東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
http://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネー・マザーファンド

運用報告書　第11期（決算日　2015年12月９日）

（計算期間　2014年12月10日～2015年12月９日）

ダイワ・マネー・マザーファンドの第11期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 主としてわが国の公社債への投資により、利息収入の確保をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 本邦通貨表示の公社債

運 用 方 法
①わが国の公社債を中心に安定運用を行ないます。
②邦貨建資産の組入れにあたっては、取得時に第二位（A-2格相当）以上の短期格付であり、か
つ残存期間が１年未満の短期債、コマーシャル・ペーパーに投資することを基本とします。

株 式 組 入 制 限 純資産総額の30％以下
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年 月 日 基 準 価 額 公 社 債
組 入 比 率騰 落 率

円 ％ ％
(期首)2014年12月９日 10,195 － 60.0

12月末 10,196 0.0 88.5
2015年１月末 10,196 0.0 87.3

２月末 10,196 0.0 58.5
３月末 10,196 0.0 53.0
４月末 10,196 0.0 61.8
５月末 10,197 0.0 59.0
６月末 10,197 0.0 53.3
７月末 10,197 0.0 62.8
８月末 10,197 0.0 70.5
９月末 10,197 0.0 61.6
10月末 10,197 0.0 66.8
11月末 10,198 0.0 52.5

(期末)2015年12月９日 10,198 0.0 55.2
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、利息収入の確保をめざして安定運用を行なっており、ベン

チマークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,195円　期末：10,198円　騰落率：0.0％
【基準価額の主な変動要因】
　低金利環境で利息収入が僅少であったことなどから、基準価額はほ
ぼ横ばいとなりました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　期を通じて、日銀は金融市場調節の操作目標をマネタリーベース
とする量的・質的金融緩和政策を維持しました。このような日銀の
金融政策を背景に、短期金融市場では低金利が続き、無担保コール
翌日物金利は0.07％台を中心に推移しました。国庫短期証券（3カ
月物）の利回りは日銀の買い入れによる需給ひっ迫等を背景に、
△0.11～0.02％程度で推移しました。

■当期中の基準価額の推移

10,194

10,195

10,196

10,197

10,198

10,199
（円）

期　首
（2014.12.９）

期　末
（2015.12.９）

基準価額

◆前期における「今後の運用方針」
　資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短
期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。
◆ポートフォリオについて
　短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産による安定運用
を行ないました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等
の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

■売買および取引の状況
　公　社　債

（2014年12月10日から2015年12月９日まで）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国債証券 120,653,910 －

(92,494,000)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2014年12月10日から2015年12月９日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
550 国庫短期証券 2015/11/９ 8,509,995
548 国庫短期証券 2015/11/２ 7,399,995
559 国庫短期証券 2015/12/21 7,049,991
563 国庫短期証券 2016/１/18 6,099,995
555 国庫短期証券 2015/12/７ 5,499,999
557 国庫短期証券 2015/12/14 5,469,997
568 国庫短期証券 2016/２/15 5,000,000
567 国庫短期証券 2016/２/８ 4,999,995
573 国庫短期証券 2016/３/７ 4,800,955
520 国庫短期証券 2015/６/22 3,499,975
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合 計 ―
（注）費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の項

目の概要をご参照ください。
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(2) 国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 537　国庫短期証券 － 1,000,000 1,000,000 2015/12/10
557　国庫短期証券 － 5,470,000 5,469,999 2015/12/14
559　国庫短期証券 － 7,050,000 7,049,997 2015/12/21
560　国庫短期証券 － 2,790,000 2,789,999 2015/12/28
563　国庫短期証券 － 6,100,000 6,099,997 2016/01/18
566　国庫短期証券 － 3,000,000 2,999,998 2016/02/01
567　国庫短期証券 － 5,000,000 4,999,996 2016/02/08
568　国庫短期証券 － 5,000,000 5,000,000 2016/02/15
573　国庫短期証券 － 4,800,000 4,800,934 2016/03/07
342　2年国債 0.1000 2,094,000 2,095,675 2016/07/15
100　5年国債 0.3000 1,250,000 1,253,250 2016/09/20

合
計

銘柄数 11銘柄
金 額 43,554,000 43,559,849

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) 国内（邦貨建）公社債（種類別）
作 成 期 当 期 末

区 分 額面金額 評 価 額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 43,554,000 43,559,849 55.2 － － － 55.2
（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2015年12月９日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 43,559,849 55.2
コール・ローン等、その他 35,332,328 44.8
投資信託財産総額 78,892,178 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2015年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 78,892,178,168円

コール・ローン等 35,330,663,234
公社債(評価額) 43,559,849,888
未収利息 1,114,825
前払費用 550,221

(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 78,892,178,168

元本 77,361,886,547
次期繰越損益金 1,530,291,621

(Ｄ) 受益権総口数 77,361,886,547口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,198円

＊期首における元本額は25,162,158,471円、当期中における追加設定元本額は
125,627,714,743円、同解約元本額は73,427,986,667円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、深セン
Ａ株資金拠出用ファンド（適格機関投資家専用）1,000,294,205円、ダイワ／
“ＲＩＣＩ®”コモディティ・ファンド8,952,508円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファン
ド（為替ヘッジあり／年１回決算型）740,564円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファンド
（為替ヘッジなし／年１回決算型）1,623,350円、スマート・アロケーション・
Ｄガード161,095,201円、ＮＢストラテジック・インカム・ファンド＜ラッ
プ＞米ドルコース981円、ＮＢストラテジック・インカム・ファンド＜ラップ＞
円コース981円、ＮＢストラテジック・インカム・ファンド＜ラップ＞世界通貨
分散コース981円、ダイワファンドラップ　コモディティセレクト

317,088,630円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリ
ターンズ　－日本円・コース（毎月分配型）132,757円、ダイワ米国株ストラテ
ジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　豪ドル・コース（毎月分配
型）643,132円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリ
ターンズ－　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）4,401,613円、ダイワ米
国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　米ドル・コース
（毎月分配型）12,784円、ダイワ／フィデリティ北米株式ファンド　－パラダ
イムシフト－49,096,623円、（適格機関投資家専用）スマート・シックス・Ｄ
ガ ー ド 1,919,351,400 円 、 ブ ル ベ ア ・ マ ネ ー ・ ポ ー ト フ ォ リ オ Ⅳ
23,032,151,009円、ブル３倍日本株ポートフォリオⅣ47,552,576,868円、ベ
ア２倍日本株ポートフォリオⅣ2,618,628,748円、ダイワＦＥグローバル・バ
リュー株ファンド（ダイワＳＭＡ専用）13,896,435円、ダイワ米国高金利社債
ファンド（通貨選択型）ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）98,290,744
円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）日本円・コース　（毎月分配
型）23,590,527円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）米ドル・
コース（毎月分配型）2,163,360円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択
型）豪ドル・コース（毎月分配型）13,761,552円、ダイワ／ＵＢＳエマージン
グＣＢファンド2,498,575円、ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド
14,780,160円、ダイワ日本リート・ファンド・マネー・ポートフォリオ
46,913,699円、ダイワ新興国ハイインカム・プラスⅡ　－金積立型－
1,972,537円、ダイワ新興国ハイインカム債券ファンド（償還条項付き）為替
ヘッジあり4,926,716円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コー
ス）49,082,149円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）
196,290,094円、ダイワ・ダブルバランス・ファンド（Ｄガード付／部分為替
ヘッジあり）140,042,061円、ダイワ・インフラビジネス・ファンド　－イン
フラ革命－　（為替ヘッジあり）9,813,543円、ダイワ・インフラビジネス・
ファンド　－インフラ革命－　（為替ヘッジなし）29,440,629円、ダイワ米国
ＭＬＰファンド（毎月分配型）米ドルコース13,732,222円、ダイワ米国ＭＬＰ
ファンド（毎月分配型）日本円コース3,874,449円、ダイワ米国ＭＬＰファンド
（毎月分配型）通貨αコース13,437,960円、ダイワ英国高配当株ツインα（毎
月分配型）98,107円、ダイワ英国高配当株ファンド98,107円、ダイワ英国高配
当株ファンド・マネー・ポートフォリオ7,567,671円、ＤＣスマート・アロケー
ション・Ｄガード3,224,448円、ダイワ・世界コモディティ・ファンド（ダイワ
ＳＭＡ専用）490,418円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）南アフ
リカ・ランド・コース（毎月分配型）98,252円、ダイワ米国高金利社債ファン
ド（通貨選択型）トルコ・リラ・コース（毎月分配型）2,554,212円、ダイワ米
国高金利社債ファンド（通貨選択型）通貨セレクト・コース（毎月分配型）
1,178,976円、ダイワ・オーストラリア高配当株α（毎月分配型）　株式αコー
ス98,203円、ダイワ・オーストラリア高配当株α（毎月分配型）　通貨αコー
ス98,203円、ダイワ・オーストラリア高配当株α（毎月分配型）　株式＆通貨
ツインαコース982,029円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－ト
リプルリターンズ－　通貨セレクト・コース（毎月分配型）98,174円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,198円です。

■損益の状況
当期　自2014年12月10日　至2015年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 10,433,273円

受取利息 10,433,273
(Ｂ) 有価証券売買損益 △　　　362,189

売買益 43,331
売買損 △　　　405,520

(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 10,071,084
(Ｄ) 前期繰越損益金 491,354,312
(Ｅ) 解約差損益金 △1,446,302,032
(Ｆ) 追加信託差損益金 2,475,168,257
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,530,291,621

次期繰越損益金(Ｇ) 1,530,291,621
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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